
                             
 
 
 
 
 

 
 

１ 次にあげる x と y の関係について、 y を x の式で表しなさい。また、 y が
2x に比例するものには○を、そ 

うでないものには×をつけなさい。 

(1) 半径 x ｃｍの円の面積を y ｃｍ２とする。 

 
答え                

(2) ６ｋｍの道のりを時速 x ｋｍで歩いたときにかかった時間を y 時間とする。 

 

答え               

(3) １辺が x ｃｍの正方形の周の長さを y ｃｍとする。 

 

答え               

(4) 底面の１辺が x ｃｍ、高さが１０ｃｍの正四角柱の体積を y ｃｍ3とする。 

 

答え               

(5) ６０ｃｍの長さのひもから、５ｃｍのひもを x 本切りとったときの残りの長さを y ｃｍとする。 

 

答え               

２ 高いところから物を自然に落とすとき、落ち始めてから x 秒間に落ちる距離を y  ｍとすると、 x と y の

間には、およそ
25xy =  の関係があります。次の問いに答えなさい。 

(1) 落ち始めてから２秒間で、落ちた距離を求めなさい。 
 
 

答え           
(2) 落ち始めてからの距離が８０ｍになるのは、何秒後ですか。 
 
 

答え           
(3) 落ち始めてから６秒間で落ちた距離は、落ち始めてから３秒間で落ちた距離の何倍ですか。 
 
 

答え           
(4) 落ち始めて２秒後から５秒後までの平均の速さを求めなさい。 
 
 

答え          
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〔Point〕 

① y が x の関数で、その関係が 
2axy = （ a は定数）で表されるとき、y は x の（２乗に比例）するという。 

このとき、a を（比例定数）という。 

②関数 
2axy =  では、（ x の値をn 倍すると、 y の値は

2n 倍）になります。 

 

 

１ (1)    　　○2xy π=            (2)    ×= 　　　　
x

y 6   （反比例） 

 

(3)    ×= 　　xy 4     （比例）            (4)    　　○210xy =  

 

(5)    　　　　×−= xy 560       （１次関数） 

 
 

２ (1)  25xy = に、 2=x を代入すると  

2025 2 =×=y                 ２０ｍ  

 

(2)  25xy = に、 80=y  を代入すると  

2580 x=              

162 =x  

4±=x  
x ＞0 だから 

4=x                      ４秒後  
   

(3) y は
2x に比例するので、 x の値（時間）が２倍となるとき、 y の値（距離）は２2＝４倍となる。 

 ４倍   
 

(4)  平均の速さ＝ 35
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